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研究成果の概要（和文）：仮道管様組織の発達前後で通水性が劇的に変化する現象を認めているアジサイの花葉
を用いて調査した。まずは、人工気象条件下で仮道管様組織の発達を再現する実験系を構築した。次に、装飾的
萼片の緑色化を抑制した状態で仮道管様組織の分化を誘導する実験系を確立した。確立した実験系を活用し、人
工気象条件下で仮道管様組織を発達させた小花を用いて水分生理の変化を解析した。また、仮道管様組織の発達
前後に発現する遺伝子群を網羅的に比較した。その結果、仮道管様組織の発達前と比較して発達後では、装飾的
萼片への水の吸い上げが迅速に起こることを認めた。また、サンプル間で差次的な発現が認められた遺伝子の配
列情報を獲得した。

研究成果の概要（英文）：Following studies were conducted using hydrangea decorative sepals in which 
tracheid-like tissue differentiates in vein tissues.  At first, experimental system was established 
to induce tracheid-like tissue differentiation in decorative sepals of hydrangeas under the 
artificial climate condition. Then, the experimental condition was modified to suppress chloroplast 
differentiation in the course of tracheid-like tissue differentiations. Using these experimental 
systems, water transportation capacity of tracheid-like tissue was successfully evaluated. The 
obtained results indicated that the tracheid-like tissue differentiation increased water 
transportation capacity of vein tissues of hydrangea decorative sepals. The experimental systems 
enabled us to acquire decorative sepal samples for gene expression analysis. Comparison of gene 
expression profiles was conducted by RNA seq between the decorative sepals before and after the 
tracheid-like tissue differentiation.

研究分野： 花卉園芸学

キーワード： 切り花　組織構造　輸出

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
これまでに明らかにされてこなかった、装飾的な花器官への物理的補強を担う仮道管様組織の分化メカニズムの
一端に触れることができた。また、仮道管様組織が水分輸送に寄与することを示すことができた。これらは以下
に示す意義を持つ。まず、物理的に強固な花器官を持つ花卉の作出に向けた基礎的な知見を得たことで、将来的
な物理的に強固な切り花の生産と作出への応用が期待される。これは、切り花の輸出戦略にも波及する。また、
高い水分輸送能力を持つ通道組織を花器官に分化させることで、長寿命の切り花の作出に寄与する可能性が高
い。以上をまとめると、高い輸送耐性を持つ高付加価値な切り花の開発に資する知見を得ることができた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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開花中の小花 開花終了後の小花

脈組織の構造
（フロログルシノール
によるリグニン染色）

小花柄から色素水を
吸水させた萼片の着色様相
（いずれも 24 時間給水）

導管要素以外にも染色 → 厚壁柔細胞導管要素のみ染色

脈部分が主に染色される 脈以外も染色される

萼片を一枚ずつ切り離し
色素水を吸水させた場合の
着色様相（24 時間給水）
（各々の最も上の萼片は
RO水を吸水させたもの）

染色様相の違いは小花単位で色素水を給水した際と同様

疑問点：アジサイの装飾的な萼片に分化する厚壁柔細胞が吸水に果たす役割
　　　　導管から周囲の組織への水の配分を補助 or 導管と同じく水を輸送？
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